
2018年6月１３日 茨城県日立市城南町1丁目5番1号

株式会社日立物流東日本

代表取締役　名和　裕

貸 　 借　  対　  照 　 表
（2018年３月31日現在）

（単位：千円）

科　　　　　目 科　　　　　目 金　　　額

【資産の部】 【負債の部】

8,941,603 5,095,538

31,678 2,295,472

231,621 178,662

285,003 704,118

5,372,784 1,029,953

86,306 529,235

16,049 263,241

58,301 6,127

329,047 87,542

2,410,282 1,186

51,237 2,179,541

82,290 287

△ 13,000 301,689

6,004,824 1,831,063

5,098,732 46,500

3,119,212 7,275,079

223,382 【純資産の部】

159,634 7,671,348

4,260 100,000

89,209 320,000

1,021,539 320,000

481,494 7,251,348

130,688 105,000

120,833 7,146,348

1,268 5,058,000

8,587 2,088,348

775,403

5,403

683,832

82,718

24,450

△ 21,000 7,671,348

14,946,428 14,946,428

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

長 期 前 払 費 用

利 益 剰 余 金

長 期 預 か り 保 証 金

構 築 物

土 地

工具、器具及び 備品

別 途 積 立 金

役員退職慰労引 当金

リ ー ス 債 務

退 職 給 付 引 当 金

売 掛 金

投 資 そ の 他 の 資 産

繰 越 利 益 剰 余 金

リ ー ス 資 産

機 械 及 び 装 置

貸 倒 引 当 金

仕 掛 品

未 収 入 金

利 益 準 備 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

流 動 資 産

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

繰 延 税 金 資 産

預 け 金

そ の 他

電 子 記 録 債 権

現 金 及 び 預 金

前 受 金

未 払 法 人 税 等

未 払 消 費 税 等

預 り 金

未 払 費 用

買 掛 金

未 払 金

金　　　額

資 本 剰 余 金

そ の 他 資 本 剰 余 金

負 債 合 計

株 主 資 本

資 本 金

固 定 負 債

リ ー ス 債 務

流 動 負 債

負 債 純 資 産 合 計資 産 合 計

純 資 産 合 計

そ の 他

貸 倒 引 当 金

差 入 保 証 金

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

そ の 他

商 品

第 63 期 決 算 公 告

繰 延 税 金 資 産

受 取 手 形

ソ フ ト ウ エ ア

無 形 固 定 資 産

そ の 他

ソフトウエア仮 勘定

車 両 運 搬 具



（単位：千円）

科　　目 金　　　　　　額

37,831,464

33,539,456

4,292,008

2,120,087

2,171,920

4,521

4,270

1,861

13

958 11,627

12,269

1,552

542

310

1,514 16,187

2,167,356

3,793 3,793

11,591

455 12,046

2,159,104

740,688

△ 74,006 666,682

1,492,422

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

災 害 損 失 費 用

売 上 原 価

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

売 上 総 利 益

固 定 資 産 売 却 損

営 業 外 収 益

損 　益 　計 　算　 書
自 2017年４月１日

法 人 税 等 調 整 額

特 別 損 失

営 業 外 費 用

そ の 他

事 務 手 数 料

解 約 損 害 金

棚 卸 差 損

当 期 純 利 益

経 常 利 益

税 引 前 当 期 純 利 益

売 上 高

特 別 利 益

受 取 利 息

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

固 定 資 産 売 却 益

そ の 他

至 2018年３月31日

物 品 売 却 益

支 払 利 息

営 業 利 益

補 助 金 収 入

為 替 差 損



                     　個　別　注　記　表

計算書類は「会社計算規則」(平成１８年２月７日 法務省令第１３号)に基づいて作成しております。

    (重要な会計方針に係る事項に関する注記)

１．資産の評価基準及び評価方法

(１)有価証券の評価基準及び評価方法

　満期保有目的の債券　　　　  　　　　 　　 償却原価法

　子会社株式及び関連会社株式　　　  　　　　 　　 移動平均法に基づく原価法

　その他有価証券（時価のあるもの）　  　　  期末決算日の市場価格等に基づく時価法

(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は

移動平均法により算定)

　　　　〃　　　（時価のないもの）　  　　  移動平均法に基づく原価法

(２)たな卸資産 移動平均法に基づく原価法(貸借対照表価額は、収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法により算定しております)

２．固定資産の減価償却の方法

(１)有形固定資産（リース資産を除く） 定額法

  　     　       　　   　　   自　平成２１年４月  １日(２)無形固定資産（リース資産を除く） 定額法

(３)リース資産

  所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の

方法を採用しております。

  所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうちリ

ース取引開始日が２００８年３月３１日以前のリース取

引については通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計

処理によっております。

３．引当金の計上基準

(１)貸倒引当金

　期末債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(２)退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上し

ております。

① 退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、給

付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異の費用処理方法

　数理計算上の差異は、その発生時における従業員の平均残存勤務期間(１０年～１９年)による定額法により、

翌事業年度から費用処理しております。

(３)役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づき期末要支給額を計上しております。

４．消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。


